７　そ　の　他
　文久二年泊村鉢屋他の働きに対す褒賞状

（万延元年長瀬村一揆の際のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ないてい),内偵)や、非人追払いに功があったとしてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ちょうもく),鳥目)を下さる旨。）

文久二年七月十一日

一鳥目七百文宛　河村郡橋津村鉢屋　吉　蔵

　　　　　　　　同　郡泊　村鉢屋　善兵衞

　右は一昨年冬長瀬村之者共及不埒候節、内聞等始メ其外御用向別て精出し相勤候ニ付、為御褒美被遣候事。元治二年十二月廿五日

一鳥目三貫文　　　河村郡泊村鉢屋　善兵衞
　右者兼て御用向精出し、非人追払等骨折候ニ付、此度限被遣候事。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）　

　慶応元年泊村氏宮修復に付、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つだ),津出)し願


　　　　　　　　乍恐奉願上口上之覚
一当村氏宮本社浜椽廻り、所々損し候ニ付取繕仕、并神楽殿梁行弐間桁行三間及大破候間、建替仕度ニ付、此度鳥取表ニて右切組致さセ申度奉存候間、何卒別紙之通津出し御免被仰付被爲下候得は、難有仕合奉存候。此段編ニ奉願上候。
　以上。

　　　　　　　　　慶応元年丑閏五月

河村郡泊村組頭　元三郎　

（組頭五名略）　　　　

庄屋　市三郎　

尾崎恵助　殿

（夫々奥書あり）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『鳥取県史』諸事控）　
　年不明　分尾崎宛宇谷村儀平書状

（宇谷村官有林の払下げ願の一件について、打合せのための書状。）
御申越之儀は尤ニ御座候。然ル所宇谷村官林是EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(マ、),悲)御払相願候ニ付ては、今一応実地検査不仕て不相成候ニ付久米蔵儀も、今朝出頭仕候得共、遠藤半平同道ニて宇谷村へ罷出候ニ付何れ出縣は明白ニ相成候儀と奉存候其内、今ニ出縣致し候様相成候得は是EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(マ、),悲)立寄せ申上候左様御思召可被遣、私儀も今午后四時頃ニハ帰宅仕度奉存候。御付其節委細御話申上候。
右御書仕候。以上。

　　　　　　　　　四月十八日

儀平　　　　　　　

分尾崎　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）

　明治三年泊宿長次郎銀子借用証文並に庄屋請書
（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ろうざ),蠟座)に関係して銀子を役所から借り入れるについて、その証文と庄屋、大庄屋が郡役所に差出した
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(うけしょ),請書)。）

　　　　　　　　　覚

一　銀札　五貫目

右之通、為追拝借慥ニ請取申上候処、実正明白ニ御座候。然ル上者来春海上泙次第、櫨実を以急度御上納可申上候。万一櫨実不足仕候節は、残銀ニ御法之通加利足元利共、無相違急度御上納可申上候。依て拝借手形如件。
　　　　　　　　　明治三年午閏十月曰

河村郡泊宿　　　　　　　　　

拝借人　長次郎　印

組　頭　民次郎　印

庄屋　富三郎　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）

右之通、拝借仕候処相違無御座候。然ル上は、来春、泙次第櫨実を以、蠟座御役所え為差出可申上候。素より身許慥成ル故ニ付奥書仕候上は、若し当人不埒之儀御座候節は、当人え不拘私引請之利上納可仕候。仍而奥書仕候。以上。
庄屋　富三郎　印

　　　　尾崎文五郎　殿

前書之通、拝借仕候処相違無御座候。然ル上は、来春泙次第、櫨実ヲ以、蠟座御役所え為差出可申上候。素より身許慥成者ニ付奥書仕候上は若し当人不埒之儀御座候節は当人ニ不拘私引請元利上納可仕候。以而奥書仕候。以上。

　　　　　　　　　閏十月

尾崎文五郎　　

　　　　河村郡郡政御役所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）

　明治三年石脇村米買入につき覚書、他一通
（石脇村庄屋より、尾崎宛に御銀払にて米を買入れた際の内訳、他一通。）
　　　　　　　　　覚　　但し中原分

一百七拾五石四斗六升四合

　　　　　内

一百壱石

一百弐拾三石
一拾八石

一弐拾石

一弐石

　〆弐百六拾四石

　　石二〆百五石六斗

一拾石　　　　　　　内出し

一五拾弐石　　　　　清谷村より

一四拾六石　　　　　倉吉高木給人米久見村より

　〆百八石

　　石二〆四拾三石弐斗

　〆百四拾八石八斗

差引廿六石六斗六升四合　御銀払

右之通買入仕候間左様御承知可被遣候御銀払之所宜敷御願申上候。以上。
　　　　　　　　　十一月十八日

石脇村庄屋　治三郎　　

　　　　尾崎様

　　　　　　　　　覚

一餅米八石　御蔵頂ケ分
　　下地拾石之内出し之所外二四石増し内出し〆拾四石

　　弐石六斗九升壱合天野屋下取ノ分

　　右之通ニ御座候間宜敷御願申上候。以上。

　　　　　　　　　　十一月　　日

石脇村庄屋　治三郎　　

　　　　尾崎様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）
　明治五年・六年倉吉EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かんぎょう),勧業)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しゃ),社)泊出張所開設願


　勧業社は旧EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ゆうずうざ),融通座)にかわる金融機関として、明治五年、鳥取・倉吉ほか五ヶ所に設けられた。その設
　立には、県の出資に加えて地方の商人・地主等が拠金したから、半官半民ともいえる。やがてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ろうせい),蠟製)事
　業も手がけたりして、明治初期の金融界に大きな位置を占めた。この史料は倉吉勧業社の出張所を泊
　宿にもつくってほしいという願書二通である。
伯耆国第五拾壱区河村郡　　　　　　　　　

泊宿弐百八拾八番屋敷　　深田徳七　

園村三百八拾六番屋敷　　松嶋清十郎　

同村四百三十五番屋敷　　山田源平　

　　　　　　　　　勧業社出張所願
今般倉吉勧業社御開行相成候趣旨ニ付ては、宇野宇谷園泊石脇小浜筒地右七ヶ村取構勧業社出張所泊宿ニ

御取開奉願度、并ニ生物間物共同社ニ於て取扱被仰付候様勧業社御開行相成候ニ付ては、下方一統為筋相成
候儀ニ御座候。御締合之儀は御観別之通奉畏度間、何率私共へ取扱被仰付候様、素より何之差支も無御座

候間此段格別之御評儀之上御聞届被仰付候様伏て奉願候。以上。
　　　　　　　　　明治五年壬申十一月十八日

願人　山田源平　印　

　　　松嶋清十郎　印　

　　　深田徳七　印　

勧業社　御中

（『谷田収集文書』）　　
　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　勧業社泊出張所開設願
伯耆国第六十一区久米郡倉吉宿

　　　　　　　　　　　　　勧業社基本人中

先達て、河村郡橋津村え当社出張所被仰付候処、同郡泊り宿えも同様被仰付候様奉願上候。但し、御聞届被遣候得は同様従前以海御番所当時明き御不用之趣ニ候得は、当分拝借被仰付度、同所ニて赤崎宿同様為換社商会社合併社中ニおいて分前致開業仕度奉存候。
　　　　　　　　　明治六年一月八日

倉吉勧業社基本人　　　　　　

惣代　齊木太三郎　印　　

桑田勝平　印　　

　　　勧業懸　御中　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『谷田収集文書』）
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